
応用編 第 1 章 
練習問題 解答 

 
1 以下の式に基づき のデータを 30 個生成してください。そして、X

の VAR モデル（ラグ次数 1）の推定を試みてください。うまくいかないとす

れば、その理由を考えてください。 
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解答 

 初期値をどう与えるかにもよりますが、一般的にラグ変数の係数が 1 を超えている場合

は、データは発散します。両変数の相関は 1 に近くなり、EViews で VAR の推定を行うと、

決定係数が 1 になるか、singular matrix という結果が出て計算できない可能性が高くなりま

す。 

 
2 本文中の(1-37)式、(1-38)式に基づいて、 のデータを 300 個生成してく

ださい。そして、 のそれぞれに単位根検定を行ってください。単位根

であることが確認できれば、次に共和分検定を行ってください。さらに、共

和分関係にあることが確認できれば、VEC モデルによるインパルス反応を分

析してください。 
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解答 

 



 

 



 
 

3 EViews のサンプル・データ（EV6 Manual Data, Chapter 34, Var1）から、 ip

DUSTRIAL PRODUCTION)と 1m ONEY STOCK M1)を取り出してくだ

さい。それら 2 変数が単位根を持つかどうか、そして、単位根を持つなら両

変数が共和分関係にあるかどうかを確認してください。最後に、それらの結

果に基づいて、インパルス反応を分析してください。 
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解答 

 



 

 

 
 
 



 



 
 

4 本文では説明しませんでしたが、2 変数 の VAR モデルの推定から、変

数 の将来の変動のうちどの程度が 自らの固有のショックによる変動な

のか、あるいは、変数 に影響を与える変数Y の固有のショックによる変動

なのかを説明する分散分解(Variance Decomposition)の手法があります。これ

は、 
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とクリックして、次ページの図のようにオプションを指定すれば計算されます。問題 3
の とm の変数の VAR モデルの推定から、分散分解の表(Table)を求めて、その結果

を解釈してください。 
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